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支援機器 Powered upper-limb prostheses 

分類(ISO9999) 06：義肢装具 

試験相 第 1 相試験 

研究仮説（目的） 

の概要 

筋電義手をコントロールする方法として、筋電ベースの従来手法と、肩位置ベースの手法とを比

較し、その有用性と、精神的な負担とを明らかにする 

研究デザイン 群内比較（逐次対象） 

障害・疾患 健常者 

対象者・数 健常者 12 人 

主要アウトカム リーチ課題の遂行時間 

副次アウトカム 1 二重課題におけるリアクションタイム 

副次アウトカム 2  

副次アウトカム 3  

副次アウトカム 4  

副次アウトカム 5  

統計学的検定 有 

結果の概要 筋電図よりも断端によるコントロールのほうが遂行時間は短く、どちらの課題も精神的な負担は

変わらない 
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